
 2014年度教育の情報化推進本部自己点検・評価報告書

第１章　理念・目的

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の理念・目的は適切に設定されているか
a ◎高等教育機関として大学が追及すべき

目的（建学の精神，教育理念，使命）を踏
まえて、当該付属機関・委員会の理念・目
的を設定していること。
　　　　　　　　　　　　　　【約５００字】

　教育の情報化推進本部（以下，「本部」）は，教育の情報化推進
本部規定のなかに本部の理念・目的を定め，組織として果たすべき
役割を明確化している。本部規定の第1～3条でそれを定めている
【1-40-1】。

　教育の情報化推進本部（以下，「本部」という。）は，本学の教
育の質的向上を図ることを目的として，情報メディアの利用による
教育の情報化を推進するため，学長の下に設置された。
　本部は，本学における教育・学習効果を高めることを目的とし
て，情報メディア利用による教育活動，学習活動及び大学生活等
（以下「教育・学習等諸活動」という。）への支援を組織的に推進
する。
　本部は，次に掲げる事項を任務とする。
・教育の情報化の企画・立案およびその推進
・情報メディアを利用した教育・学習等諸活動の支援
・教育の情報化にかかわる情報システムの開発
・教育の情報化にかかわる業務システムの企画・立案
・全学的な情報教育の開発及び実施
・教育の情報化推進及び情報教育実施に伴う情報メディア環境整備
の企画・立案
・その他教育の情報化推進及び情報教育実施のために必要な業務

本部は，「本学の教育
の質的向上を図ること
を目的として，情報メ
ディアの利用による教
育の情報化を推進す
る」と本部規定に定め
ることにより，理念・
目的および組織として
果たすべき役割を明確
化している。これに
よって，本学における
教育の情報化推進に関
わる案件が本部へ集約
され，本部は，全学的
な視点で効率的に教育
の情報化事業を推進し
ている。

本学の教育の情報化推
進に関わる案件が本部
へ集約され，全学的な
視点で効率的に教育の
情報化事業を推進する
のと同時に,本学の情
報環境が社会的にも注
目を集め,高い評価が
得られるようにする。

1-40-1 教育の情報化
推進本部規程，第1条
～3条

（２）付属機関等の理念・目的が，教職員及び学生に周知され社会に公表しているか
a ◎公的な刊行物、ホームページ等によっ

て、教職員・学生、受験生を含む社会一般
に対して､当該大学・学部・研究科の理念・
目的を周知・公表していること
【約１５０字】

本部の理念・目的は教育の情報化推進本部規程として校規集に記載
され，教職員へ周知されている【1-40-1】。また，本学の公式ホー
ムページ内に教育の情報化推進本部のサイトを作成・運営し，教育
の情報化推進本部の理念・目的，組織や果たすべき役割などの情報
を，学生や受験生，社会一般に対して発信をしている【1-40-2】。

本学の公式ホームペー
ジに教育の情報化推進
本部の理念・目的など
を掲載することで，教
職員・学生などの学内
関係者だけでなく，社
会一般に対して情報を
発信することができて
いる。

本部ホームページの認
知度を向上させるよう
にする。

本部ホームページの内
容について定期的に更
新を行い,本学の教育
の情報化の現状につい
て,最新の情報を社会
一般に周知・公表でき
るように努力する。

1-40-1 教育の情報化
推進本部規程
1-40-2 教育の情報化
推進本部ホームペー
ジ，[情報関係科目概
要]
http://www.meiji.ac.
jp/edu-
info/summary.html

（３）付属機関等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか
a ●理念・目的の適切性を検証するに当た

り、責任主体・組織、権限、手続きを明確
にしているか。また、その検証プロセスを
適切に機能させているか。
　　　　　　　　　　　　　　【約３００字】

本部の理念・目的は教育の情報化推進本部規程第1条～3条に明示し
ている。理念・目的の適切性の検証作業については，教育の情報化
推進本部の単年度計画書において，該当規定の確認作業実施を記載
し実行している【1-40-3】。具体的には，定期的に開催している各
推進部の推進部会において検証作業を実施し，各推進部会の検証作
業終了後に本部長は本部会議を開催して，検証結果の確認を行って
いる【1-40-4】。

各推進部の推進部会，
および本部会議におい
て，教育の情報化推進
本部規程第1～3条の確
認と検証作業を行うこ
とで，全本部員が，理
念・目的についての検
証作業に参加し，適切
性についての意見交換
ができる体制となって
いる。

本部の理念・目的の適
切性については、本部
会議において定期的に
規定の該当箇所の検証
を行い判断している
が、客観的な評価とい
う面では検証方法が難
しく,検討をすすめて
いる段階である。

本学の教育の情報化を
推進するという本部の
理念・目的を効率的か
つ機能的に推進するた
め,各推進部の役割,権
限などの見直しや検証
をする体制を検討し,
本部の事業推進プロセ
スが適切に機能してい
るかを検証する。

1-40-3_教育の情報化
推進本部2014年度単年
度計画書
1-40-4 2014年第1回本
部会議次第

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価

Alt＋Enterで箇条書きに

発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「改善を要する点」に対する発展計画「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目



2014年度教育の情報化推進本部自己点検・評価報告書

第２章　教育研究組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の教育研究組織は，理念・目的に照らして適切なものであるか
a ①教育研究組織の設置状況は理念・目的

に照らし，適切であるか。学術の進展や社
会の要請と教育との適合性について配慮
したものであるか。

●教育研究組織は，当該大学の理念・目
的を実現するためにふさわしいものである
か。
　【約３００字】

教育の情報化推進本部の本部長は教務部長または副教務部長のうち
から学長が指名し，副本部長も専任教員のうちから，学長の推薦に
より，理事会において任命されている。また，本部員も専任教員の
うちから，本部長の推薦により，学長が任命している【2-40-1】。
このような組織体制とすることで，学長が示す，「教育・研究に関
する年度計画書及び長期計画書」の方針に沿った本部の業務遂行が
できるよう配慮されている。さらに，教務部や各学部との連携も容
易となり，教育の情報化に関わる要望を全学的に集約できる体制と
なっている。

本部長は教務部長または
副教務部長であり，本部
員も専任教員のうちか
ら，本部長の推薦によ
り，学長が任命している
体制となっていることに
より，「教育・研究に関
する年度計画書及び長期
計画書」の方針に沿っ
た，本部の業務遂行がで
きている。また，本部員
は各学部の専任教員で構
成されているので，教育
の情報化と各学部との連
携がスムーズに行われ，
メディア機器・設備の更
新や情報関係科目の運営
など，教育の情報化に関
わる要望を全学的に集約
し，効率的に対応できる
体制ができている。ま
た，本部に3つの推進部
を設置し，異なる分野の
業務を分担して実施する
ことで，課題に対し迅速
に対応できる体制となっ
ている。

本部の業務を分担し,
効率的に推進していく
ため,3推進部が緊密に
連携して業務を推進し
ているが,各推進部間
で重複業務がないかな
ど,連携に関わる業務
プロセスがうまく機能
しているかの検証につ
いて考えていく。

2-40-1 教育の情報化
推進本部規程，第5条
～9条《既出1-40-1》

（２）付属機関等の教育研究組織の適切性について，定期的に検証を行っているか

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

●教育研究組織の適切性を検証するにあ
たり，責任主体，・組織，権限，手続きを明
確にしているか。

●その検証プロセスを適切に機能させて，
改善に結びつけているか。
　【約500字】

a 教育の情報化推進本部の組織構成は，教育の情報化推進本部規程第5条
および10～11条に以下のように規定されている【2-40-1】。
（１）組織
本部は，次に掲げる者をもって組織する。
本部長1名，副本部長3名，本部員10名程度，本部業務の所管部署職
員。
（２）各推進部
本部の業務を遂行するため，次に掲げる推進部を置く。
教育支援推進部，情報環境推進部，情報教育推進部，その他本部長が
必要と認めた推進部。
推進部は，本部会議の決定に基づき，次に掲げる主な事項を検討し，
推進する。
ア　教育支援推進部
・ 情報メディアを活用した教育，学習及び大学生活の支援に関する事
項
・ 情報メディアを活用した教育コンテンツ等の作成支援に関する事項
・ 情報メディアを活用した教育コンテンツの著作権に関する事項
・ 本大学及び他大学等との遠隔教育の支援に関する事項
イ　情報環境推進部
・ 教育の情報化の推進に伴う教育施設の整備・拡充に関する事項
・ 情報基礎教育の推進に伴う環境整備に関する事項
 ウ　情報教育推進部
・ 情報基礎教育の計画・立案に関する事項
・ 情報基礎教育の実施に関する事項
・ 情報基礎教育のカリキュラム開発に関する事項
・ 情報基礎教育の授業科目担当者の推薦に関する事項

組織構成の適切性の検証作業については，毎年，定期的に開催してい
る各推進部の推進部会において，教育の情報化推進本部規程の該当条
項について確認し，適切性の検証を行っている。各推進部会の検証作
業後，本部長は本部会議を開催し，検証結果の確認を行っている【2-
40-2】。

各推進部の推進部会，およ
び本部会議において，教育
の情報化推進本部規程の該
当部分の確認および検証作
業を実施することで，全本
部員が，本部の責任主体，
組織体制，理念・目的等に
ついての認識を合わせると
同時に，本部たの組織構成
の適切性について意見交換
ができる体制となってい
る。

2-40-1 教育の情報化推
進本部規程，第5条,10～
11条《既出1-40-1》
2-40-2 2014年第1回本部
会議次第《既出1-40-4》



 2014年度教育の情報化推進本部自己点検・評価報告書

第３章　教員・教員組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか
a

 ◎＜組織的な連携体制と責任の所在＞
組織的な教育を実施する上において必要
な役割分担，責任の所在を明確にしてい
ること。
　　　　　　　【約３００字】

　本部の体制は,本部長は教務部長または副教務部長とし，副本部長および
本部員も専任教員としている。また,本部の業務は情報教育・情報環境・教
育支援の3推進部で分担し実施する体制としているが【3-40-1,】幹事会に
おいて各推進部の計画を審議し，他の推進部の計画も確認できる体制とし
ている【3-40-2】。

本部長は教務部長また
は副教務部長とし，副
本部長および本部員は
専任教員としているの
で，本部と教務部や各
学部との連携を容易に
している。

3-40-1 教育の情報化推
進本部規定,第10～11条
《既出1-40-1》
3-40-2 幹事会次第(2014
年4月23日)

（３）教員の募集・採用・昇格は適切に行われているか
a ●＜規定に沿った教員人事の実施＞

教員の募集・採用・昇格について，基
準，手続を明文化し，その適切性・透明
性を担保するよう，取り組んでいるか。
　　　　　　　　　【４００字】

　本部が運営している「情報関係科目」を担当する教員の採用にあたって
は，まず本部会議において審査を行い，本部として情報関係科目の担当教
員として推薦できる者かを判断し，推薦できるものであれば，各学部へ採
用の審査依頼をしている。
　各学部においては，明治大学教員任用規程，明治大学特任教員任用基
準，明治大学客員教員任用基準および明治大学兼任教員任用基準に基づ
き，当該校規に明示されている学長の基本方針に基づいて，本部の理念・
目的に沿った情報教育が実践できる教員であるかを審査し，採用を行って
いる。

情報関係科目の運営を
行っている本部が，情
報関係科目を担当する
教員の採用審査を行う
ことで，本部の理念・
目的に沿った情報教育
が実践できる教員かど
うかの判断をして，採
用の手続きを行うこと
ができている。

（４）教員の資質の向上を図るための方策を講じているか
教員の教育研究活動等の評価の実施
a ●教員の教育研究活動の業績を適切

に評価し，教育・研究活動の活性化に
努めているか。
　　　　　　　　【４００字】

　情報関係科目の担当教員の教育研究活動については，本部からは指示し
ていない。教員個人に任せている。

規程では必要に応じて
推進副部長をおくこと
ができるようになって
いるので，各推進部長
や一部本部員に負担が
集中してしまう傾向を
緩和するため，推進副
部長をおくなどの改善
を図る。

情報メディアの活用が
ますます多様化し，高
度化が求められている
中で，当本部の使命・
目的の達成をさらに推
進するためには，優れ
た情報インフラが必要
であり，情報インフラ
の整備・運用を担って
いる情報基盤本部との
連携・協働が不可欠で
ある。また，e-
Learningの推進を担う
ユビキタスカレッジ運
営委員会との連携も必
要である。これら情報
関連組織との連携・協
働をより円滑に行える
よう，組織，体制の見
直しを図っていく。

3-40-1 教育の情報化推
進本部規程，第6～9条
《既出1-40-1》

●＜教員像と教員組織の編制方針＞
専門分野に関する能力，教育に対する姿
勢等，大学として求められる教員像を明ら
かにしたうえで，当該付属機関の理念・目
的を実現するために，教員組織の編制方
針を定めているか。また，その方針を教職
員で共有しているか。
　　　　　　　【約４００字】

　本部の編成方針は，教育の情報化推進本部規程第6～9条に基づき，以下
の通りに規定され，学内で共有されている【3-40-1】。
ア　本部長
・本部長は，本部の業務を総括し，本部を代表する。
・本部長は，教務部長又は副教務部長のうちから学長が指名する。
・本部長の任期は，４年とする。ただし，本部長が欠けた場合の後任の本
部長の任期は，前任者の残任期間とする。
イ　副本部長
・副本部長は，本部長を補佐し，本部長に事故あるときは，あらかじめ本
部長が定めた順位により，その職務を代行する。
・副本部長は，専任教員のうちから，学長の推薦により理事会において任
命する。
・副本部長は，本部長の命を受け，第１０条第１項に規定する教育支援推
進部，情報環境推進部及び情報教育推進部のいずれかの推進部長となる。
・副本部長の任期は，２年とする。ただし，副本部長が欠けた場合の後任
の副本部長の任期は，前任者の残任期間とする。
・副本部長は，再任されることができる。
ウ　本部員
・本部員は，専任教員のうちから，本部長の推薦により，学長が任命す
る。
・本部員の任期は，２年とする。ただし，本文に定める任期の途中に委嘱
された
本部員については，既に委嘱されている本部員の任期満了日までを任期と
する。
・本部員は，再任されることができる。
また，本部に各推進部長および本部員から構成される本部会議を設置し，
本部が推進する業務ついて審議するとともに，各推進部間の連絡・調整を
行う。

教育の情報化推進本部
の本部会議は，規程に
より，本部長の推薦に
より学長が任命する本
部員により構成されて
おり，このことは，当
本部が単に学部等諸機
関間の連絡調整にとど
まらずに，当本部の使
命，目的の遂行を推進
しやすいものとしてい
る。
また，本部員は，「教
育支援推進部」「情報
教育推進部」「情報環
境推進部」のいずれか
に部員として所属する
ことで，本部員が能動
的に業務の推進を図る
ことができる組織と
なっている。

情報に関するある程度
の専門知識が要求され
ることもあり，各推進
部の推進部長や一部本
部員に負担が集中して
しまう傾向があるめ,こ
れについての改善を図
る。

Alt＋Enterで箇条書きに

　　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2014年度教育の情報化推進本部自己点検・評価報告書

第４章　教育内容・方法・成果   １.教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に基づき学位授与方針を明示しているか。
a ◎理念・目的を踏まえ，課程修了にあたっ

て修得しておくべき学習成果，その達成の
ための諸要件（卒業要件・修了要件）等を
明確にした学位授与方針を設定している
こと。
　　　　　　　　　　　　【約８００字】

　本部が運営する「情報関係科目」の教育目標は以下の通りで，こ
れは本部のホームページで明示されている。 【4(1)-40-1】

　情報関係科目は，情報に関する基礎的な知識と，情報技術を活用
するために必要な情報機器の基本操作を習得し，情報化が進展する
社会へ積極的に参画できる実践的な情報活用能力を養うと同時に，
情報モラルについての知識や必要性を理解し，健全なＩＣＴリテラ
シーを育成することを目標としています。
また，情報関係科目は各学部が設置している「専門的情報教育」へ
の導入編と位置づけ，各学部の専門科目で必要とされるＩＣＴスキ
ルを修得できるカリキュラムポリシーとなっている。

情報関係科目の教育目
標を本部のホームペー
ジに掲載することで,
履修を希望する学生や
社会一般に対して,教
育目標を周知すること
ができている。

4(1)-40-1 教育の情報
化推進本部ホームペー
ジ[情報関係科目概要]
http://www.meiji.ac.
jp/edu-
info/summary.html
《既出1-40-2》

（２）教育目標に基づき教育課程の編成・実施方針を明示しているか。
a ◎学生に期待する学習成果の達成を可能

とするために，教育内容，教育方法などに
関する基本的な考え方をまとめた教育課
程の編成・実施方針を設定していること。
　　　　　　　　　　　　【約６００字】

　情報関係科目の編成・実施方針は，本部のホームページおよび情
報関係科目シラバスに掲載している【4(1)-40-1】【4(1)-40-2】。
情報関係科目の編成は,高校の「情報」教科で十分な成果を上げら
れなかった学生を対象としたエレメンタリー階層，ＩＣＴの基礎や
PCの基本操作，情報倫理等を基礎的な内容の基本階層，統計解析や
データベース等の応用的な内容の応用階層，エレメンタリー階層か
ら応用階層までを横串的に学び，最終的にはプレゼンテーションを
実施できるようにする総合発展階層の4階層とし，エレメンタリー
階層の科目から，総合発展階層の科目へステップアップしていく段
階的科目編成としている【4(1)-40-1】【4(1)-40-2】。
　情報関係科目の実施方針は,基本階層の科目であるＩＣＴベー
シックⅠを大学教育で必要となる内容を踏まえた基幹科目とし,こ
の科目を履修した学生が最低限習得するべき項目を示した「ミニマ
ムリクワイアメント」を設定して,どの教員で履修しても，最低限
習得すべき知識レベルを保証できるようにしている【4(1)-40-
3】。
　また，ＷＥＢ上で受けられる情報関係科目実力確認テストを用意
し，これによって学生自身で自分の知識レベルと情報関連科目の各
科目で要求される知識レベルを確認し，自分がどの階層の科目を受
講するのに適しているか判断することができるようにしている
【4(1)-40-1】。

情報関係科目は，エレ
メンタリー階層から総
合発展階層へとステッ
プアップしていく段階
的科目構成とし，履修
者が自分のレベルや目
的にあった科目を受講
できるように配慮して
いる。各階層や科目の
概要は，本部のホーム
ページと情報関係科目
シラバスに記載されて
いるので，履修者はそ
こから確認ができるよ
うになっている。

4(1)-40-1 教育の情報
化推進本部ホームペー
ジ[情報関係科目概要]
http://www.meiji.ac.
jp/edu-
info/summary.html
4(1)-40-2 2014年度情
報関係科目シラバス，
35頁，「情報関係科目
の概要」
4(1)-40-3 ミニマムリ
クワイアメントチェッ
ク表
4(1)-40-1 2014年度情
報関係科目シラバス45
頁，「情報関係科目
実力確認テスト」

（３）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針が，大学構成員（教職員及び学生等）に周知され，社会に公表されているか
a ◎公的な刊行物，ホームページ等によっ

て，教職員・学生ならびに受験生を含む社
会一般に対して，学位授与方針，教育課
程の編成・実施方針を周知・公表している
こと。
　　　　　　　　　　　　【約１５０字】

　情報関係科目の教育目標，編成・実施方針は本部のホームページ
に明示し社会一般に公表している【4(1)-40-1】。
編成・実施方針については，情報関係科目シラバスにも記載して，
学生がどのキャンパスでも自由に入手できるようにしている
【4(1)-40-2】。また，情報関係科目シラバスは本部ホームページ
にもPDF版を掲載し，ＷＥＢからも閲覧できるようにしている
【4(1)-40-4】。

情報関係科目の教育目
標，編成・実施方針は
本部のホームページと
情報関係科目シラバス
に明示しているので,
学内外を問わず,どこ
でも確認できるように
なっている。

4(1)-40-1 教育の情報
化推進本部ホームペー
ジ[情報関係科目概要]
http://www.meiji.ac.
jp/edu-
info/summary.html
4(1)-40-2 2014年度情
報関係科目シラバス35
頁,「情報関係科目の
概要」
4(1)-40-4 教育の情報
化推進本部ホームペー
ジ[情報関係科目につ

Alt＋Enterで箇条書きに

　　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」

に対する発展計画
G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2014年度教育の情報化推進本部自己点検・評価報告書

第４章　教育内容・方法・成果   １.教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

　　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」

に対する発展計画
G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（４）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証を行っているか
a ●教育目標，学位授与方針および教育課

程の編成・実施方針の適切性を検証する
にあたり，責任主体・組織，権限，手続を
明確にしているか。また，その検証プロセ
スを適切に機能させ，改善につなげている
か。
　　　　　　　　　　　　【約４００字】

　情報関係科目の編成・実施方針の適切性の検証は，毎年，年度末
に開催している情報教育推進部の推進部会において，次年度シラバ
スに掲載する情報関係科目の教育目標，編成・実施方針の内容確認
を実施することで検証を行っている。また，ＩＣＴベーシックⅠを
担当する全教員のシラバス原稿を確認し，ミニマムリクワイアメン
ト（単位取得後の質的保証）が網羅されているかの検証を実施して
いる【4(1)-40-5】。
シラバス内容に問題がある場合には，校正依頼を行い，適正な内容
になるように修正している。

情報関係科目の運営を
担当している情報教育
推進部の推進部会にお
いて,教育目標,科目編
成・実施方針,ミニマ
ムリクワイアメント等
の確認を行うことで,
情報関係科目の運営を
定期的に検証すること
ができている。

4(1)-40-5 2014年度情
報教育推進部会（第3
回）次第(2015年1月20
日)



 2014年度教育の情報化推進本部自己点検・評価報告書

第４章　教育内容・方法・成果   ２. 教育課程・教育内容

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育課程の編成・実施方針に基づき授業科目を開設し体系的に編成しているか
必要な授業科目の開設状況
a ◎ＣＰに基づき，必要な授業科目を開

設していること。
　【６００字～８００字程度】

情報関係科目の2014年度の開設科目数は，以下の通りである。

ＩＣＴエレメンタリー　　　  4
ＩＣＴベーシック　　　　　156
ＩＣＴ統計解析　　　　　　 16
ＩＣＴデータベース　　　　 15
ＩＣＴメディア編集　　　　 25
ＩＣＴアプリ開発　　　　　  4
ＩＣＴコンテンツデザイン　  2
ＩＣＴ総合実践　　　　　　  2

　ＩＣＴリテラシーの育成を目的に各キャンパスでの設置科目と授
業コマ数は，情報教育推進部の推進部会で，各キャンパスの履修登
録状況や所属学生の学年等から必要とされる科目とコマ数を判断し
設定している。

毎年,キャンパスごと
の履修者数の集計や，
履修者の学年，所属学
部等などの履修登録状
況の分析を行い，情報
教育推進部会で検証を
行うことで,各キャン
パスで適切な開設科目
数とすることができて
いる。

教室の確保や，学部の
他の科目との時限重
複，担当教員のスケ
ジュール等，開設科目
の調整が難しい場合が
あるので，その都度，
適切に判断を行う。

4(2)-40-1 教育の情報
化推進本部ホームペー
ジ[データで見る教育
の情報化]
http://www.meiji.ac.
jp/edu-
info/data.html

順次性のある授業科目の体系的配置（履修体系図やコース系統図の明示，科目相関図，４年間の履修モデル，適切な科目区分など）

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

4(2)-40-2 2014年度情報
関係科目シラバス，35頁
「情報関係科目の設置科
目について」《既出
4(1)-40-1》
4(2)-40-3 教育の情報化
推進本部ホームページ
[情報関係科目概要]
http://www.meiji.ac.jp
/edu-info/summary.html
《既出1-40-2 》

理工学部と総合数理学部
を除くすべての学部に提
供されているＩＣＴなど
情報技術，情報社会に必
要なリテラシーを学ぶこ
とを目的としている。そ
の内容は「教育の情報化
推進本部」によって検
討・実施されている。
2012年度にカリキュラム
改正を行った際に，入門
科目と位置付けられた科
目からすべての上位階層
の科目まで体系的に履修
できる仕組みを導入した
ことに加え，複数の担当
者で実施されることから
入門科目である「ＩＣＴ
べーシックⅠ・Ⅱ」で
は，履修学生がどの担当
教員の授業を履修しても
最低限必要な「ミニマ
ム・リクワイアメント」
を設定し【4(2)-1-
13】，シラバス及び教育
内容への反映を行ってい
る。このことによって，
前述した体系的な科目履
修が担保されている。ま
た，この内容に関しても
前期・後期１回ずつ実施
される担当者会議によっ
て意見交換が行われてい
る。

　情報関係科目は各科目をエレメンタリー階層，基本階層，応用階
層，総合発展階層の4階層に分類し，エレメンタリー階層の科目から，
総合発展階層の科目へステップアップしていく段階的科目構成として
いる。各階層の概要と教育目標は，情報関係科目シラバスおよび本部
ホームページに明示している【4(2)-40-2】【4(2)-40-3】。シラバス
については各学部のシラバスからもリンクで参照できるように設定し
ている。また，入学ガイダンス期間中に各学部で説明会を開催し，科
目内容と履修方法を学生に周知している。さらに，ＷＥＢ上に情報関
係科目実力確認テストを用意し，学生自身が自分の知識レベルと情報
関連科目の各科目で要求される知識レベルを確認できるようにしてい
る【4(1)-40-4】。

●教育課程の編成実施方針に基づいた
教育課程や教育内容の適切性を明確に
示しているか。（学生の順次的・体系的な
履修への配慮）
　　　　　【約４００字】

c 履修学生が最低限履修す
べき内容(ミニマム・リ
クワイアメント)は，さ
らに上位の科目を履修す
るにあたって有効に機能
しているので，「教育の
情報化推進本部」におい
て，これを定期的に見直
しながら継続することを
進め，履修学生のニーズ
に対応した内容へと発展
させる。



 2014年度教育の情報化推進本部自己点検・評価報告書

第４章　教育内容・方法・成果   ２. 教育課程・教育内容

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

教育課程の適切性の検証プロセスの明確化とその有効性
d ●教育課程の適切性を検証するにあた

り，責任主体・組織，権限，手続を明確
にしているか。また，その検証プロセス
を適切に機能させ，改善につなげてい
るか

　情報関係科目の教育課程の適切性の検証については，教育の情報
化推進本部が責任を負っている。毎年作成する教育研究に関する長
期・中期計画書，単年度計画書には責任主体・組織，権限，手続き
等について明記し，内容については教育の情報化推進本部で検証し
て，自己点検・評価報告書に記載している。学生，担当教員，運営
主体の意見を反映しながら，特に技術革新の著しいＩＴ環境の変化
に対応できるよう検証し，教育課程の改善へとつなげている
【4(2)-40-4】。

4(2)-40-4 教育の情報
化推進本部2014年度単
年度計画書《既出1-
40-3》

（２）教育課程の編成・実施方針に基づき各課程に相応しい教育を提供しているか
教育目標や教育課程の編成・実施方針に沿った教育内容（何を教えているのか）
a ◎何を教えているのか。どのように教育

目標の実現を図っているのか。
　　　　　　　　【4００字程度】

　情報関係科目は各科目をエレメンタリー階層，基本階層，応用階
層，総合発展階層の4階層に分類し，エレメンタリー階層の科目か
ら，総合発展階層の科目へステップアップしていく段階的科目構成
としている【4(2)-40-2】【4(2)-40-3】。

１．エレメンタリー階層
高校程度の能力に充たない学生を対象に，最低限の情報リテラシー
育成を目標としている。
２．基本階層
大学生として必要な情報リテラシーの育成を目標に新しい情報技術
やシステムへの対応力，情報倫理，メディアとの接し方，コンテン
ツの扱い方などを総合的に習得する。
この科目には「ミニマムリクワイアメント」を設定し，教育の質的
保証を図っている。
３．応用階層
より専門的に学習する階層で，統計処理，画像・動画編集，コンテ
ンツ作成，プログラミング，コンピュータサイエンス，データベー
ス，メディア論，サーバー構築，ネットワーク技術などを取り扱
う。
４．総合発展階層
実践で役立てるＩＣＴ能力のトータルなスキルの習得を目標とす
る。

　新カリキュラムを開
始した当初は履修者数
が減少したが，近年で
は履修者数も回復して
おり，ニーズに応じた
科目数とコマ数を設置
している【4(2)-40-
5】。

応用階層の科目では，
特に「ＩＣＴメディア
編集Ⅰ・Ⅱ」の科目に
履修希望者が殺到して
おり，希望した者が履
修できないケースが発
生している。

授業計画策定時には，
履修希望者数と設置コ
マ数のバランスを検証
し，各科目の設置コマ
数を変更していく。

4(2)-40-2 2014年度情
報関係科目シラバス，
36頁
4(2)-40-3 教育の情報
化推進本部ホームペー
ジ[情報関係科目概要]
http://www.meiji.ac.
jp/edu-
info/summary.html
《既出4(1)-40-1》
4(2)-40-5 2014年度情
報関係科目 応募者
数・履修者数

特色ある教育プログラムの内容とその効果（当該学部等固有のプログラムやＧＰ採択事業など）
b ●特色，長所となるものを簡潔に記述し

てください。
　　　【２００字～４００字程度】

　各学部の情報教育へのニーズも取り込み，授業の充実を図ってい
る。全学の共通科目であるが，一部の学部では必修科目として利用
している。



 2014年度教育の情報化推進本部自己点検・評価報告書

第４章　教育内容・方法・成果   ３.教育方法

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育方法及び学習方法は適切か
教育目標や教育課程の編成・実施方針と授業形態（講義科目，演習科目，実験実習科目，校外学習科目等）との整合性

学生の主体的参加を促す授業方法（学習支援，ＴＡの採用，授業方法の工夫等）
e ●学生の主体的な学びを促す教育（授

業及び授業時間外の学習）を行ってい
るか。
　　　　　【なし～８００字】

　情報関連科目で修得したリテラシーは，学部教育内での発表や各
学部主催の「プレゼンテーション大会」，全学の「e プレゼン・コ
ンテスト」などから，学生の自発的な個人活動まで，大学生活のあ
らゆる場所で使われる技能となっている。

「情報関連講習会」に
ついては各回必ずアン
ケートを実施し，受講
者のニーズに合った講
習会設置が可能となっ
ている。例えば，和泉
キャンパスにおいてア
ンケート結果に基づき
Officeなどの基本的な
ソフトウェアの講習会
を「土曜日開催」する
ことで，学生が授業と
重複しづらい日時に集
中して学習することの
できる環境の提供が可
能となっている。

情報関連講習会では今
後もアンケートを実
施・分析し，講習会と
情報関係科目双方の目
的・役割を見直す材料
としていく。

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

4(3)-40-1 教育の情報
化推進本部ホームペー
ジ[情報関係科目概要]
http://www.meiji.ac.
jp/edu-
info/summary.html
《既出1-40-2》

　ＩＣＴリテラシーの育成を目的に，基礎的な科目から応用・発展
科目まで段階的に配置してる。授業内容はシラバスに明記して，学
生が情報関連のさまざまな分野の中から，興味のあるものを選択し
てステップアップできるようになっている。以下の科目を設置して
いる【4(3)-40-1】。また，教室はPC教室を使用し，学生ひとりに1
台のＰＣを利用できる環境を整えている。授業は演習形式で，講義
と実習の組合せで行っている。各授業にはＴＡを配置し，授業中に
分からないところをすぐにける体制を整えている。
①ＩＣＴエレメンタリー［2単位］
高校レベルの知識とスキルの習得。
②ＩＣＴベーシックⅠ・Ⅱ［各2単位］
大学生として最低限必要な情報の学習。「ミニマムリクワイアメン
ト」を設定し，どの教員の授業を履修しても，最低限習得する知識
レベルと教育内容の均一性を保証している。
③ＩＣＴ統計解析Ⅰ・Ⅱ［各2単位］
統計的データ分析を行うために必要な統計解析の基礎的な知識・手
法を学習する。
④ＩＣＴデータベースⅠ・Ⅱ［各2単位］
データベースを中心した情報処理の知識や技術を習得する。
⑤ＩＣＴメディア編集Ⅰ・Ⅱ［各2単位］
画像や動画，音声などの編集スキルを習得する。
⑥ＩＣＴアプリ開発Ⅰ・Ⅱ［各2単位］
システム構築を扱う。プログラミングの基礎からアプリを自ら制作
する体験をする。
⑦ＩＣＴコンテンツデザインⅠ・Ⅱ［各2単位］
e-Learningコンテンツの制作体験を通して，様々な分野で応用でき
るデザイン力を習得する。
⑧ＩＣＴ総合実践Ⅰ・Ⅱ［各2単位］
各科目を横串的に扱い，最終的には実社会でも役立つプレゼンテー
ションができるトータルなスキルを習得する【4(3)-40-1】。

◎当該付属機関の教育目標を達成するた
めに必要となる授業の形態を明らかにして
いること
　　　　　　　【約８００字】

a 情報関係科目の教育目
標及び編成・実施方針
を公開することによ
り，教育の情報化推進
本部の活動，方向性を
「見える化」すること
ができている。



 2014年度教育の情報化推進本部自己点検・評価報告書

第４章　教育内容・方法・成果   ３.教育方法

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）シラバスに基づいて授業が展開されているか
a ◎授業の目的，到達目標，授業内容・

方法，1年間の授業計画，成績評価方
法・基準等を明らかにしたシラバスを，
統一した書式を用いて作成し，かつ，学
生があらかじめこれを知ることができる
状態にしていること　【約３００字】

情報関係科目シラバスに以下の項目を掲載している。【4(3)-40-
2】また，情報関係科目シラバスは本部ホームページでPDF版を掲載
し，ＷＥＢ上での閲覧が可能となっているほか，各学部ホームペー
ジのシラバスにもリンクさせている【4(3)-40-3】。
シラバスの掲載項目は全学共通で以下の内容となっている。
・授業の概要・到達目標
・授業内容（授業回ごとに記載）
・履修上の注意・準備学習の内容
・教科書
・参考書
・成績評価の方法
・その他

情報関係科目シラバス
の掲載項目を全学共通
のものとし,ホーム
ページにもPDFで公開
することで，情報関係
科目の授業内容や成績
評価方法を周知するこ
とができている。

4(3)-40-2 2014年度情
報関係科目シラバス
52～113頁《既出4(1)-
40-2》
4(3)-40-3 教育の情報
化推進本部ホームペー
ジ[情報関係科目につ
いて]
http://www.meiji.ac.
jp/edu-
info/about_ict.html
《既出4(1)-40-4》

b ●シラバスと授業方法・内容は整合して
いるか（整合性，シラバスの到達目標の
達成度の調査，学習実態の把握）。
　　　　　　　　【約４００字】

　シラバスと授業方法・内容の整合性の確認については，情報関係
科目のすべての授業にＴＡを授業補助として教室へ在室させ，授業
内容等を記録した授業日誌を作成させ，シラバス記載の授業内容と
授業日誌の内容を確認することで整合性の確認を実施している
【4(3)-40-4】。また，年に２回，受講学生による授業評価アン
ケートを実施し，授業内容や方法についての調査を行っている。

すべての授業にＴＡを
在室させ，授業日誌を
作成することで，シラ
バス記載の授業内容と
実際の事業の整合性の
確認をすることができ
ている。

4(3)-40-4 授業日誌

（３）成績評価と単位認定は適切に行われているか
a ◎授業科目の内容，形態等を考慮し，

単位制度の趣旨に沿って単位を設定し
ていること。（成績基準の明示，授業外
に必要な学習内容の明示，ミニマム基
準の設定等，（研究科）修士・博士学位
請求論文の審査体制）
　　　　　　　　　【約４００字】

情報関係科目は,講義・演習科目として1学期15週間とし，授業時間
数週2時間，自習時間数週4時間の学修を要する内容として2単位と
定めている。これは，大学設置基準に基づき45時間の学修を1単位
として算出している。
成績評価の方法については,以下の通りに設定し,情報関係科目シラ
バスに記載し明確化している【4(3)-40-2】。

合格判定（単位取得）
Ｓ 100～90，Ａ 89～80，Ｂ 79～70，Ｃ 69～60
不合格判定（単位取得不可）
Ｆ 59～0，Ｔ 未受験

適切な講義時間と成績
評価の明確化によっ
て,適切な単位認定が
できている。

（４）教育成果について定期的な検証を行い，その結果を教育課程や教育内容・方法の改善（授業に関わるＦＤ活動）に結びつけているか
a ◎教育内容・方法等の改善を図ること

を目的とした，組織的な研修・研究の機
会を設けていること。
　　　　　　　　　【約８００字】

情報関連科目について，情報関係科目を担当する教員と本部員とで
担当者説明会を実施し，情報関係科目の運営状況や「ミニマムリク
ワイアメント」の内容などについての意見交換を定期的に行ってい
る。担当者説明会で出た意見は，情報教育推進部会で集約し，教育
内容や方法の改善のための材料としている。【4(3)-40-5】

　全学部の学生向けに
開講される科目は複数
のキャンパスや複数コ
マを開講するため，特
に段階的な履修が必要
な情報科目や留学生の
ための日本語科目にお
いて，教育内容を統一
化している。情報関連
科目では，「ミニマ
ム・リクワイアメン
ト」を設定し，シラバ
スや教材の統一化を
図っている。

　日本語科目，情報関
連科目などにおいて，
採用されている複数開
講科目間での平準化・
統一化に関し，一層効
果的になるように各科
目を運営する運営委員
会において推進する。

4(3)-40-5 担当者説明
会資料



 2014年度教育の情報化推進本部自己点検・評価報告書

第４章　教育内容・方法・成果   ４. 成　果

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に沿った成果が上がっているか
a ●課程修了時における学生の学習成

果を測定するための評価指標を開発
し，適切に成果を測るよう努めている
か。　【なし～４００字程度】

情報関係科目を履修した学生の学習成果の評価に関しては，各科目
担当教員に任されており，本部として学習成果を測定するための評
価指標の開発は特におこなっていない。現在は，各科目担当教員に
よるレポート，試験，プレゼンテーション等により，学習効果を測
定している。

ＩＣＴベーシックⅠに
関しては，アクティブ
ミニマムリクワイアメ
ントにより，どの授業
を履修しても共通の情
報関係科目に関する知
識を得ることが可能と
なり，且つ，応用階層
および総合発展階層科
目により，より専門的
な情報関係科目の修得
ができる。

ＩＣＴベーシックⅠの
受講レベルに達してい
ない学生が若干見られ
るので，エレメンタ
リー階層のＩＣＴエレ
メンタリーの受講や情
報関連講習会（パソコ
ン講習会）の受講を勧
めていくことが必要で
ある。また，情報関係
科目の階層レベルを見
直すとともに多様な
ニーズに対応していく
ようにする。

　2012年度に新しいカ
リキュラムを立ち上げ
たが履修者数は大幅に
減少した。そのため，
2012年度中に学生に対
して，情報関係科目を
履修・未履修の理由等
を確認するため，アン
ケートを実施した。そ
の結果，ほとんどの学
生が，新カリキュラム
の「ＩＣＴ」の意味を
理解していないことや
情報関係科目自体を知
らなかったこと，興味
が無かったことが判明
したため，2013年度は
情報関係科目に関する
ガイダンスの実施や大
学HP等を利用して情報
関係科目の周知をする
こととした。

　新しいカリキュラム
の実施状況と併せ，
「教育の情報化」のプ
ラットホームとなって
いるOh-o!Meijiシステ
ムの新バージョンが完
成し，情報関係科目で
の試験的運用を実施し
ている。

b ●学位授与にあたって重要な科目（基
礎的・専門的知識を総合的に活かして
学習の最終成果とする科目，卒業論文
や演習科目など）の実施状況。
●学位授与率，修業年限内卒業率の
状況。
●卒業生の進路実績と教育目標（人材
像）の整合性があるか。
●学習成果の「見える化」（アンケート，
ポートフォリオ等）に留意しているか。
　　　　　　　　　　　　　【約８００字】

「情報教育科目」においては，「教育の情報化推進本部」におい
て，学習成果を測定する指標を「ＩＣＴベーシックⅠ・Ⅱ」に「ミ
ニマム・リクワイアメント」を設定し，授業内容および基準達成度
の確認を行っている。ミニマム・リクワイアメントにより，担当教
員が異なっていても，最低限必要な共通の知識・技能が習得できる
仕組みを整えている【4(4)-40-1,2】。

4(4)-40-1 ミニマムリ
クワイアメントチェッ
ク表《既出4(1)-40-
3》
4(4)-40-2 2014年度情
報教育推進部会（第3
回）次第《既出4(1)-
40-5》

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の
    達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2014年度教育の情報化推進本部自己点検・評価報告書

第７章　教育研究等環境

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（４）教育研究等を支援する環境や条件は適切に整備されているか
a ●　学生の学修，教員の教育研究の環境

整備に関わる方針に沿って，施設・設備，
機器・備品を整備し，管理体制を備えてい
るか。
●教育研究等環境の適切性を検証するに
あたり，責任主体，組織，権限，手続きを
明確にし，その検証プロセスを適切に機能
させ，改善につなげているか。

(1) 情報環境の整備
①プレゼン設備の計画的更新
情報環境についての要望を各学部・研究科等から毎年度ヒアリング
した上で，各キャンパスのプレゼン化率，既設プレゼン設備の導入
年度のデータを元に，情報環境推進部会で更新計画を決定してい
る。また前年度からの計画に基づき，教室のプレゼン化および老朽
設備の更新を実施している。【7(4)-40-1】
②ＰＣ環境の発展的整備
各キャンパスのメディア教室・自習室のＰＣ環境について，利用者
サービスの更なる向上，システム管理の効率化・コスト削減，キャ
ンパス間のサービス標準化の観点からＰＣ環境の更新を実施する。
更新にあたっては，情報環境推進部で内容を確認した上で実施す
る。またＰＣ台数について，学生数に対する供給量は不十分であ
り，今後ＰＣの増設や持込ＰＣや自宅等から利用できる環境整備等
を検討する。

各学部・研究科から教
育の情報化に関わる要
望をヒアリングし，情
報環境推進部会で2015
年度の政策的計画案を
作成し，本部会議でそ
の計画を決定した。
2014年度の政策的計画
で予定していた各キャ
ンパスのプレゼン整
備・改修を着実に実施
した。また機器の老朽
化や要望に対する改修
等も実施した【7(4)-
40-2】。
2014年度は和泉キャン
パスのＰＣシステムを
更新した。駿河台キャ
ンパスとのストレージ
共有，ソフトウェアラ
イセンスや印刷管理シ
ステムの統合管理など
を改善し，利便性向上
とコスト削減を実施し
た。

着実な進展をしている
現在でも，特にキャン
パス別では生田のゼミ
室については6割程度
にとどまっており，整
備が急がれる。また既
設教室についても，ア
ナログ設備や老朽化し
たプレゼン設備が多く
なっているため，今後
もデジタル化に対応し
たプレゼン設備の計画
的な更新が必要である
【7(4)-40-3】。

教育の情報化に関わる
要望については，毎年
度継続して各学部・研
究科からヒアリングを
実施し，次年度の政策
的計画を決定する。
2015年度末について
は，中野キャンパスの
ＰＣシステムを更新す
る。利用者サービスの
更なる向上，システム
管理の効率化・コスト
削減，キャンパス間の
サービス標準化を進展
させる。

2015年度は以下のプレ
ゼン設備改修を実施す
る。
(1) 駿河台：アカデ
ミーコモン10F～11F
（一般教室・ゼミ室）
(2) 和泉：メディア棟
3F（中教室）
(3) 生田：中央校舎
情報処理教室1～4
2016年度についても
2015年度の本部会議で
承認された計画につい
て更新を実施する。

プレゼン設備の更新
は，長期的に計画をた
てて順次進めていく。
単純に機器を入れ替え
るだけでなく，授業を
行う教員からの意見を
取り入れ，教育効果，
効率性，公平性の観点
から最適設備を導入す
る。
授業活性化に資するア
クティブ・ラーニング
環境，ならびに利用者
サービスの向上に資す
るＰＣメディア環境，
ネットワーク環境につ
いても，他大学等にお
ける先進的な導入事例
について調査を行い，
多様な授業モデルへの
対応を検討する。情報
基盤本部やユビキタス
カレッジ運営委員会と
の連携を強化する。

7(4)-40-1 2015年度:
政策的計画の経費等一
覧（教育の情報化推進
本部会議資料，2014年
6月）
7(4)-40-2 情報環境推
進部報告（教育の情報
化推進本部幹事会資
料，2015年4月）
7(4)-40-3 データで見
る教育の情報化（情報
環境推進部会資料，
2014年6月）

新任教員研修や文学部
FD委員会でのOh-
o!Meiji機能紹介，教
員リーフレットの全教
員配布等の活動によ
り，教員のクラスウェ
ブ利用率は41.5％から
45.7％に上昇した。
スマートフォンサイト
の機能強化(授業内
容・資料を含む授業
ページの閲覧，シラバ
ス検索等)を実施し，
学生がいつでもどこで
も学習できる環境を整
備した。
また，英語対応も可能
にし，留学生の利用環
境を整備した。

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

クラスウェブの教員利
用率は着実に向上して
いるが，未使用教員に
対する案内強化，操作
講習等の取り組みを強
化する。
スマートフォン機能強
化について利用者アン
ケートを実施し，評
価・機能改善する。

クラスウェブの機能は
履修登録後に使用する
ことを想定しており，
履修登録前では機能に
制約がある。
総合的教育改革（50分
1モジュール，シラバ
ス英語化，ナンバリン
グ等）について，Oh-
o!Meijiへの対応を推
進する。

b 履修登録前でもクラス
ウェブが効果的に活用
できるように，学生が
各授業に「お試し参
加」できるようにす
る。
モジュール制への移行
について，2015年度調
査，2016年度システム
改修を実施する。
シラバス英語化（日英
切替対応）について，
2015年度開発/テス
ト，2016年度秋導入を
実施する。

総合的教育改革，スー
パーグローバル大学創
生支援に資するOh-
o!Meiji機能強化（e
ポートフォリオ連携
等）を推進する。
また，永続的なシステ
ム見直しを続け，利用
者の使い勝手を改善す
る。

7(4)-40-4 教育の情報
化本部ホームページ
「データで見る教育の
情報化」Oh-o!Meijiシ
ステム利用率（2014年
在現在）
http://www.meiji.ac.
jp/edu-
info/data.html《既出
4(2)-40-1》

(2) 教育支援の推進
ア　「Oh-o!Meijiシステム」を活用した教育及び学習の支援
　全学的な教育支援システムの「Oh-o!Meijiシステム」は，大学生
活に関わるお知らせを配信する「ポータルページ」と，授業をネッ
ト上に展開した「クラスウェブ」の二つの機能から構成されている
【4(3)-1-42～43】。「ポータルページ」は学生の利用率がほぼ
100％に達し，教員や事務室からの連絡等を学生一人一人に配信す
ることができ，学生の大学生活全般を支援している。「クラスウェ
ブ」では，開講している全ての授業に対する「授業ページ」を展開
しており，全ての「シラバス」がオンライン上で閲覧・検索でき
る。さらに「クラスウェブ」は，①授業資料を事前事後に配付し予
習・復習ができ，欠席者へのフォローとしても有効に機能している
授業資料機能，②レポートの提出に加え，教員から学生一人一人に
対するコメントと添削ファイルのフィードバックが可能なレポート
機能，③学生が主体的に授業に参加できる仕組みとして活用してい
る掲示板・アンケート（小テスト）機能，という特徴も備えてい
る。本システムは2001年10月より本格運用を開始し，2003（平成
15）年度には「特色ある大学教育支援プログラム」に採択され，そ
の後改修を重ねている。
　2012年度においても学生の主体的な学習に資するよう「システム
運用連絡会」では各部門から利用状況や要望事項を「アンケート調
査」したうえで改善を検討し，2013年４月から全学的に再構築版の
運用を開始した。このシステムの再構築にあたっては，学生と教職
員へアンケートを実施し，システム全体の操作性・パフォーマンス
向上に加え，「スマートフォン対応（学生参加型の授業に活用可
能）」「グループ機能（正課教育以外での教育支援）」「ポート
フォリオ機能（学習の振り返り）」等を実現した。新システムへの
切り替えにあたっては，学生，教職員向けにオンライン上のマニュ
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第７章　教育研究等環境

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

イ　メディアライブラリの運営
　各キャンパスには語学などのメディア教材（ビデオ，ＤＶＤ等）
が多数保管され，授業での利用や専用ブースでの閲覧ができるよう
になっている。このメディア教材は，図書や雑誌等の印刷メディア
とともに，教育研究・学習活動において重要な情報源となってい
る。【7(4)-40-5】

授業用メディア教材の
購入を進め，学生が自
学自習できる環境を整
備し，中野キャンパス
での利用件数が2013年
度3,361件から9,857件
へと増加した。

著作権の取扱いに留意
しつつ，学生の国際環
境への意欲と語学力を
向上させるために，メ
ディア教材の購入をさ
らにすすめ，自学自習
環境を整備する。

7(4)-40-5 教育の情報
化推進本部ホームペー
ジ[メディアライブラ
リー]
http://www.meiji.ac.
jp/edu-
info/medialibrary.ht
ml

ウ　サポートデスクの運営
　リバティタワーを建設する際，多岐にわたる情報関連設備の利用
者サポートを包括的な業務委託により行うことが決定した。それを
受け，駿河台キャンパスでは2000年4月よりサポートデスクの運用
を開始した。和泉キャンパス，生田キャンパスでは2001年4月，中
野キャンパスでは2013年4月より運用を開始し，現在に至る。サ
ポートデスクは学生・教職員のスキルの向上・技術の習得を目的と
し，①教室等のプレゼンサポート，②学内ネットワーク（ＭＩＮ
Ｄ）接続・利用支援，③Oh-o！Meijiシステム利用支援，④イン
フォメーション設備の利用運用支援，⑤学内の電光掲示板（ＩＦ
Ｂ）および情報検索端末（ＩＦＴ）の運用支援，⑥証明書自動発行
機システムの運用支援，⑦教職員の教材，コンテンツ作成支援，⑧
機器の貸し出し，⑨個人用ＰＣの活用，⑩ソフトウェアのインス
トール等の幅広い支援を行っている。【7(4)-40-6】

教員がより安心してメ
ディア機器を使用した
授業が出来るように，
情報関連設備の利用者
サポートを行ってい
る。

ＴＶ会議システムを用
いて異なる国をつない
だ授業を行うことや，
高度な技術・新しい媒
体を使用した授業サ
ポートを行うことによ
り，教育のグローバル
化を推進する。

7(4)-40-6 教育の情報
化推進本部ホームペー
ジ[サポートデスク]
http://www.meiji.ac.
jp/edu-
info/supportdesk.htm
l

  
　

　

　

アルやヘルプ，問い合わせ窓口も明示し，さらに各キャンパスのサ
ポートデスクで対面による利用サポートを実施した。さらに教員に
対しては，動画マニュアルやＤＶＤ版マニュアルも用意し，利用率
向上のための取組みを推進した。2014年度の学生のポータルページ
利用率は100％，教員のクラスウェブ利用率は45.7％である【7(4)-
40-4】。
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第９章　管理運営・財務　　１．管理運営

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の理念・目的の実現に向けて，管理運営方針を明確に定めているか。
a ●意思決定プロセスや，権限・責任（教学

と法人の関係性），中長期的な大学運営
のあり方を明確にした管理運営方針を定
めているか。
●方針を教職員が共有しているか。

　本部は学長の下に設置され，管理運営については教育の情報化推
進本部規程を制定し，これに基づいた適切な運営を行っている。
【9-40-1】
　大学の理念・目的の実現に向けて，年度のはじめに，各推進部に
て長・中期計画書および単年度計画書の前年度の内容確認と当年度
分の作成作業を実施する。その後，教育の情報化推進本部規定に基
づき本部会議を開催し，長中期計画書および単年度計画書の内容に
ついて本部長の承認を得て，決定した作業を遂行する。【9-40-2】
　また，各推進部にて，全年度に実施した事業内容をまとめた報告
書を作成し，本部会議でその内容についての報告や課題等の審議を
行い，次年度の方針検討のための資料としている。【9-40-3】【9-
40-4】【9-40-5】

教育の情報化推進本部
規程は校規集に記載さ
れており，本部員はこ
の規程に則して業務を
遂行しているので，適
切な本部運営ができて
いる。

9-40-1 教育の情報化
推進本部規定，第6条
(既出　1-40-1)
9-40-2 2014年第1回本
部会議次第《既出1-
40-4》
9-40-3_2014年度第1回
本部会議_教育支援推
進部報告
9-40-4_2014年度第1回
本部会議_情報環境推
進部報告
9-40-5_2014年度第1回
本部会議_情報教育推
進部報告

（２）明文化された規程に基づいて管理運営を行っているか
a ◎関連法令に基づく管理運営に関する学

内諸規程の整備とその適切な運用
教育の情報化推進本部規程に基づき，管理運営を行っている。【9-
40-1】

本部の管理運営は，教
育の情報化推進本部規
程に基づいて行われて
いるので，本部の理
念・目的を実現するた
めに適切な運営を行う
ことができている。

9-40-1 教育の情報化
推進本部規定《既出1-
40-1》

（３）付属機関等の業務を支援する事務組織が設置され，十分に機能しているか
a ●事務組織の構成と人員配置の適切性

●検証プロセスを適切に機能させ，改善に
つながっているか。

　教育の情報化推進本部規程第12条に基づき，本部に関する業務は
メディア支援事務室が行い，和泉メディア支援事務室，生田メディ
ア支援事務室，中野キャンパス事務室の各事務室もそれを支援をす
る体制としている。【9-40-1】また,メディア支援事務室には情報
環境推進部事務局，和泉メディア支援事務室に情報教育推進部事務
局，生田のメディア支援事務室に教育支援推進部事務局を設置し，
各メディア支援事務室および中野キャンパス事務室の職員が本部員
となって，メーリングリストやフ共有フォルダ等で情報共有を行い
ながら,年度計画書で計画した業務を遂行している。

全てのキャンパスに本
部の業務を支援する事
務室があることによ
り,　全学的な視点で
効率よく業務の遂行が
可能となり,年度計画
に基づいた適切な業務
の遂行が行えている。

9-40-1 教育の情報化
推進本部規定,第12条
《既出1-40-1》

（４）事務組織の意欲・資質の向上を図るための方策を講じているか
a （有効性，検証システムと改善状況）

●事務職員の資質向上に向けた研修など
を行うことによって，改善につながっている
か。

大規模な課題および地区間共通の課題が発生した際に，ワーキング
チームを結成し，その遂行に努めているが，このワーキングチーム
は職員の業務と意欲・資質を重視し構成されている。また，本部運
営にかかわる職員の配置についても,職員の業務と意欲・資質に基
づき明確な役割分担がなされている。

課題解決のワーキング
チームを結成する際
に，職員の意欲も重視
することで，業務意欲
の向上ができている。

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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第１０章　内部質保証

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，結果を公表することで社会に対する説明責任を果しているか
a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，公表

していること
　                      【約４００字】

　自己点検・評価全学委員会による自己点検・評価の基本方針に基
づき，教育の情報化推進本部の自己点検・評価報告書を毎年作成し
ている。自己点検・評価報告書の内容については，各推進部が担当
箇所を作成し，教育の情報化推進本部自己点検・評価委員会がとり
まとめ，本部会議において内容確認と承認を行い，自己点検・評価
全学委員会へ提出している。【10-40-1】自己点検・評価報告書は
本学ホームページに公表され，社会一般に対し公開されている。
【10-40-2】

毎年,自己点検評価報
告書を作成し,ホーム
ページで公表すること
により,本部の活動内
容の検証と,学内外へ
の説明責任を果たして
いる。

10-40-1 2014年第1回
本部会議次第《既出1-
40-4》
10-40-2 明治大学ホー
ムページ「自己点検・
評価」
https://www.meiji.ac
.jp/koho/about/hyouk
a/self/index.html

（２）内部質保証に関するシステムを整備しているか
a ●内部質保証の方針と手続を明確にして

いること。
●内部質保証をつかさどる諸組織（評価
結果を改善）を整備していること
●自己点検・評価の結果が改革・改善に
つながっていること
●学外者の意見を取り入れていること
●　文部科学省や認証評価機関からの指
摘事項に対応していること
　　　　【８００字～１０００字程度】

　自己点検・評価報告書および長中期計画書の作成は,本部の各推
進部が教育の情報化推進本部規程第10～11条で規程されている業務
分担に従って担当箇所を作成し,完成した案を本部会議で承認をす
るプロセスとしている。【10-40-1】全ての推進部の作成作業完了
後に本部会議を開催し,前年度の自己点検・評価報告書案の検証と
承認,また,その検証結果をもとにした次年度の単年度計画書,およ
び長中期計画書の検証と承認を行っている。この,自己点検・評価
報告書の検証と,検証結果を反映した単年度計画書,長中期計画書の
策定を行うPDCAサイクルを機能させることで,本部の内部質保証シ
ステムとしている。

自己点検・評価報告書
の検証結果をもとに,
単年度計画書および長
中期計画書を作成する
という内部質保証の手
続きを明確化すること
で,本部の「本学の教
育の質的向上を図るこ
とを目的として，情報
メディアの利用による
教育の情報化を推進す
る」という目的を,着
実に推進している。

10-40-1 2014年第1回
本部会議次第《既出1-
40-4》

（３）内部質保証システムを適切に機能させているか
a ●ＰＤＣＡサイクルを回すための，Ｃｈｅｃｋ

（点検・評価）およびＡｃｔｉｏｎ（改善）の具体
的内容・工夫

＜参考：以下の事項に関して，関連するも
のについて記述する＞
①組織・個人レベルでの自己点検・評価活
動の充実
②教育研究活動のデータベース化の推進
③学外者の意見の反映　など

　自己点検・評価報告書および長中期計画書の作成は,各推進部が
担当箇所の作成し,本部会議で全体の承認をするプロセスとし,他の
推進部が作成した部分について,互いに内容の検証ができるしくみ
としている。

各推進部が担当箇所の
作成し,他の推進部が
作成した部分につい
て,互いに内容の検証
をすることで,内部質
保証システムを機能さ
せている。

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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